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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ネットワーク網によって病院情報システムと相互接続され、記憶装置を有する医用装置に
おいて、
　前記病院情報システムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信部と、
　前記記憶装置に検査手技が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前
記記憶装置に登録された検査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記
記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断する新規判断部と、
　前記新規判断部で判断した結果、前記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであっ
たとき、その検査手技を前記記憶装置に記録して登録する検査手技登録部とを有すること
を特徴とする医用装置。
【請求項２】
前記記憶装置に検査手技が登録されていない場合、前記新規判断部は、前記検査予約情報
の中の検査手技を新規のものと判断することを特徴とする請求項１に記載の医用装置。
【請求項３】
前記検査予約情報受信部で受信した前記検査予約情報の中から検査手技に関するタグ名を
キーワードとしてタグ属性を抽出するタグ属性抽出部を有し、前記新規判断部は、前記タ
グ属性抽出部で抽出した前記タグ属性及びそのタグ情報と前記記憶装置に登録された検査
手技を構成する検査手技属性及びその属性情報とをそれぞれ照合して、前記検査予約情報
の中の検査手技が前記記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断することを特
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徴とする請求項１に記載の医用装置。
【請求項４】
前記医用装置は表示装置及び入力装置を有し、前記新規判断部で判断した結果、前記検査
予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、前記検査予約情報の中の検査手技の
登録許可画面を前記表示装置に表示させる検査手技表示制御部と、前記入力装置によって
前記登録許可画面上で登録許可が入力されたとき、前記検査予約情報の中の検査手技を前
記記憶装置に登録すると判断する検査手技登録判断部とを有し、その検査手技登録判断部
で前記検査予約情報の中の検査手技を前記記憶装置に登録すると判断した場合に前記検査
手技登録部は、前記検査予約情報の中の検査手技を前記記憶装置に記録して登録すること
を特徴とする請求項１に記載の医用装置。
【請求項５】
ネットワーク網によって病院情報システムと相互接続され、記憶装置を有する超音波診断
装置において、
　前記病院情報システムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信部と、
　前記記憶装置に検査手技が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前
記記憶装置に登録された検査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記
記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断する新規判断部と、
　前記新規判断部で判断した結果、前記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであっ
たとき、その検査手技を前記記憶装置に記録して登録する検査手技登録部とを有すること
を特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
前記記憶装置に検査手技が登録されていない場合、前記新規判断部は、前記検査予約情報
の中の検査手技を新規のものと判断することを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装
置。
【請求項７】
前記検査予約情報受信部で受信した前記検査予約情報の中から検査手技に関するタグ名を
キーワードとしてタグ属性を抽出するタグ属性抽出部を有し、前記新規判断部は、前記タ
グ属性抽出部で抽出した前記タグ属性及びそのタグ情報と前記記憶装置に登録された検査
手技を構成する検査手技属性及びその属性情報とをそれぞれ照合して、前記検査予約情報
の中の検査手技が前記記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断することを特
徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
前記超音波診断装置は表示装置及び入力装置を有し、前記新規判断部で判断した結果、前
記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、前記検査予約情報の中の検査
手技の登録許可画面を前記表示装置に表示させる検査手技表示制御部と、前記入力装置に
よって前記登録許可画面上で登録許可が入力されたとき、前記検査予約情報の中の検査手
技を前記記憶装置に登録すると判断する検査手技登録判断部とを有し、その検査手技登録
判断部で前記検査予約情報の中の検査手技を前記記憶装置に登録すると判断した場合に前
記検査手技登録部は、前記検査予約情報の中の検査手技を前記記憶装置に記録して登録す
ることを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
ネットワーク網によって病院情報システムと相互接続され、記憶装置を有するコンピュー
タに、
　前記病院情報システムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信機能と、
　前記記憶装置に検査手技が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前
記記憶装置に登録された検査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記
記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断する新規判断機能と、
　前記新規判断機能によって判断した結果、前記検査予約情報の中の検査手技が新規のも
のであったとき、その検査手技を前記記憶装置に記録して登録する検査手技登録機能とを
実現させることを特徴とする検査手技登録プログラム。
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【請求項１０】
前記記憶装置に検査手技が登録されていない場合、前記新規判断部機能によって前記検査
予約情報の中の検査手技を新規のものと判断することを特徴とする請求項９に記載の検査
手技登録プログラム。
【請求項１１】
前記コンピュータに、前記検査予約情報受信機能によって受信した前記検査予約情報の中
から検査手技に関するタグ名をキーワードとしてタグ属性を抽出するタグ属性抽出機能を
実現させ、前記新規判断機能によって、前記タグ属性抽出部で抽出した前記タグ属性及び
そのタグ情報と前記記憶装置に登録された検査手技を構成する検査手技属性及びその属性
情報とをそれぞれ照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記記憶装置に登録のな
い新規のものであるか否かを判断することを特徴とする請求項９に記載の検査手技登録プ
ログラム。
【請求項１２】
前記コンピュータは表示装置及び入力装置を有し、前記コンピュータに、前記新規判断機
能によって判断した結果前記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、前
記検査予約情報の中の検査手技の登録許可画面を前記表示装置に表示させる検査手技表示
制御機能と、前記入力装置によって前記登録許可画面上で登録許可が入力されたとき、前
記検査予約情報の中の検査手技を前記記憶装置に登録すると判断する検査手技登録判断機
能とを実現させ、その検査手技登録判断機能によって前記検査予約情報の中の検査手技を
前記記憶装置に登録すると判断した場合に、前記検査手技登録機能によって前記検査予約
情報の中の検査手技を前記記憶装置に記録して登録することを特徴とする請求項９に記載
の検査手技登録プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医用装置、特に超音波診断装置に発行される検査予約情報中の検査手技（検
査手法）を認識して登録する医用装置、超音波診断装置及び検査手技登録プログラムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　比較的大規模な病院等の医療機関では、病院情報システム（ＨＩＳ：Hospital Informa
tion System）や放射線科情報システム（ＲＩＳ：Radiology Information System）を構
築しており、病院情報システムや放射線科情報システムにて患者に関する情報を集中して
管理できるようになっている。このようなシステムを用いて、病院等の医療機関内におけ
る検査予約情報を管理することが可能である。
【０００３】
　例えば、Ｘ線撮影装置によるＸ線撮影が必要な患者があった場合、氏名、性別、年齢及
び撮影部位等の患者情報を含んだ検査予約情報が病院内の端末から入力されると、検査予
約情報は一旦、センターサーバに記憶される。その後、検査予約情報はＸ線撮影装置に送
信される。Ｘ線技師等の撮影者は、Ｘ線撮影装置に備えられた表示装置を確認することで
、どの患者の撮影を行なえばよいかを判断し、それによりＸ線撮影を効率的に行なうこと
ができる（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　また、検査予約情報には患者情報のみならず、検査手技（検査手法）に関する情報を付
加し、病院情報システムから超音波診断装置に、検査手技を含む検査予約情報を送信する
ことが一般的となっている。
【特許文献１】特開２００２－２７９０６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、検査予約情報に含まれる検査手技は病院毎にオリジナルに定義されてい
る場合が多く、また、北米やヨーロッパ、日本等と各国毎による違いも大きい。そのため
、医用装置の据付時にサービスエンジニアは各病院固有の検査手技をシステムに入力する
必要があり、サービスエンジニアの負担や、入力ミス等のヒューマンエラーが問題になっ
ていた。また、医用装置の据付後、病院情報システムに検査手技を追加したり変更したり
した場合にも、それに合わせて検査手技を医用装置に追加・変更する必要があり、サービ
スエンジニアの負担になっていた。
【０００６】
　さらに、検査手技の入力はサービスエンジニアによる手動入力なので、病院情報システ
ムに適宜行なわれる検査手技の追加・変更入力に対して、医用装置は柔軟に対応すること
ができなかった。
【０００７】
　本発明は、上述した事情を考慮してなされたもので、検査手技の入力に関するサービス
エンジニアの負担やヒューマンエラーを低減できる医用装置、超音波診断装置及び検査手
技登録プログラムを提供することを目的とする。
【０００８】
　また、本発明の他の目的は、病院情報システムに適宜行なわれる検査手技の追加・変更
入力に対して柔軟に対応できる医用装置、超音波診断装置及び検査手技登録プログラムを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る医用装置は、上述した課題を解決するために、ネットワーク網によって病
院情報システムと相互接続され、記憶装置を有する医用装置において、前記病院情報シス
テムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信部と、前記記憶装置に検査手技
が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前記記憶装置に登録された検
査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記記憶装置に登録のない新規
のものであるか否かを判断する新規判断部と、前記新規判断部で判断した結果、前記検査
予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、その検査手技を前記記憶装置に記録
して登録する検査手技登録部とを有する。
【００１０】
　本発明に係る超音波診断装置は、上述した課題を解決するために、ネットワーク網によ
って病院情報システムと相互接続され、記憶装置を有する超音波診断装置において、前記
病院情報システムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信部と、前記記憶装
置に検査手技が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前記記憶装置に
登録された検査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記記憶装置に登
録のない新規のものであるか否かを判断する新規判断部と、前記新規判断部で判断した結
果、前記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、その検査手技を前記記
憶装置に記録して登録する検査手技登録部とを有する。
【００１１】
　本発明に係る検査手技登録プログラムは、上述した課題を解決するために、ネットワー
ク網によって病院情報システムと相互接続され、記憶装置を有するコンピュータに、前記
病院情報システムで発行した検査予約情報を受信する検査予約情報受信機能と、前記記憶
装置に検査手技が登録されている場合、前記検査予約情報の中の検査手技と前記記憶装置
に登録された検査手技とを照合して、前記検査予約情報の中の検査手技が前記記憶装置に
登録のない新規のものであるか否かを判断する新規判断機能と、前記新規判断機能によっ
て判断した結果、前記検査予約情報の中の検査手技が新規のものであったとき、その検査
手技を前記記憶装置に記録して登録する検査手技登録機能とを実現させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る医用装置、超音波診断装置及び検査手技登録プログラムによると、検査手
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技の入力に関するサービスエンジニアの負担やヒューマンエラーを低減できる。
【００１３】
　また、本発明に係る医用装置、超音波診断装置及び検査手技登録プログラムによると、
病院情報システムに適宜行なわれる検査手技の追加・変更入力に対して柔軟に対応できる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明に係る医用装置、超音波診断装置及び検査手技登録プログラムの実施の形態につ
いて、添付図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１は、本発明に係る医用装置及び超音波診断装置の実施の形態を示す概略図である。
【００１６】
　図１は、病院情報システム（ＨＩＳ：Hospital Information System）１０と、医用装
置１１、例えば超音波診断装置１１ａとが備えられ、病院情報システム１０及び超音波診
断装置１１ａは、ネットワーク、例えば病院基幹のＬＡＮ（Local Area Network）１２に
よって相互接続される。なお、医用装置１１は超音波診断装置１１ａに限定されるもので
はなく、Ｘ線撮影装置、ＣＴ（Computerized Tomography）装置及びＭＲＩ（Magnetic Re
sonance Imaging）装置等であってもよい。
【００１７】
　病院情報システム１０には、一般的には病院の受付に設置され、患者の検査予約情報を
入力する受付端末２１と、検査予約情報を格納するサーバ２２とが設けられる。
【００１８】
　超音波診断装置１１ａは、コンピュータをベースとして構成されており、超音波プロー
ブ３１、送受信回路３２、画像生成回路３３、画像処理回路３４、ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）３５、メモリ３６、ＨＤ（Hard Disc）３７、通信制御装置３８、表示装置
３９及び入力装置４０等のハードウェアで構成される。ＣＰＵ３５は、共通信号伝送路と
してのバスＢを介して、超音波診断装置１１ａを構成する各ハードウェア構成要素に相互
接続されている。なお、超音波診断装置１１ａには、記録媒体４１用のドライブ４２を具
備する場合もある。
【００１９】
　超音波プローブ３１は、その一方の先端に圧電振動子等の振動子（図示しない）を備え
ており、被検体に対して超音波の送受信を行なうことが可能である。
【００２０】
　送受信回路３２は、ＣＰＵ３５の指示によって超音波プローブ３１を駆動するための信
号を発生する共に、超音波プローブ３１で受信された信号の処理を行なう。また、送受信
回路３２は、ＣＰＵ３５の指示によって超音波画像が得られるように超音波ビームの方向
を順次変えて生体断面のスキャンを行なう。
【００２１】
　画像生成回路３３は、ＣＰＵ３５の指示によって送受信回路３２から出力される超音波
エコー信号に基づいて超音波画像を生成する。画像生成回路３３は、Ｂ（Brightness）モ
ード、ＣＦＭ（Color Flow Mapping）モード及びドプラモード等の画像生成モードに応じ
て必要な信号処理を行なう。
【００２２】
　画像処理回路３４は、ＣＰＵ３５の指示によって画像生成回路３３で生成された超音波
画像と文字及びグラフィック画像を合成して表示画像を生成する。
【００２３】
　ＣＰＵ３５は、超音波診断装置１１ａ全体を制御する制御部であり、メモリ３６やＨＤ
３７に記憶している検査手技登録プログラム等のプログラム、ＬＡＮ１２から転送され通
信制御装置３８で受信されてＨＤ３７にインストールされたプログラム、又はドライブ４
２に装着された記録媒体４１から読み出されてＨＤ３７にインストールされたプログラム
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を、メモリ３６にロードして実行する。
【００２４】
　メモリ３６は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Memory）等の
要素を兼ね備え、ＩＰＬ（Initial Program Loading）及びＢＩＯＳ（Basic Input/Outpu
t System）や、ＣＰＵ３５のワークメモリやデータの一時的な記憶に用いたりする記憶装
置である。
【００２５】
　ＨＤ３７は、不揮発性の半導体メモリ等によって構成される。ＨＤ３７は、超音波診断
装置１１ａにインストールされたプログラム（アプリケーションプログラムの他、ＯＳ等
も含まれる）等を記憶する記憶装置である。また、ＯＳに、ユーザに対する情報の表示に
グラフィックを多用し、基礎的な操作を入力装置４０によって行なうことができるＧＵＩ
（Graphical User Interface）を提供させることもできる。
【００２６】
　通信制御装置３８は、例えば、ＩＥＥＥ（Institute of Electrical and Electronics 
Engineers）１３９４ポートや、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）ポート、ＬＡＮ（Local
 Area Network）接続用のＮＩＣ（Network Interface Card）等で構成された通信Ｉ／Ｆ
（Inter Face）であり、各規格に応じた通信制御を行なう。また、通信制御装置３８は、
アナログモデムや、ＴＡ（Terminal Adapter）及びＤＳＵ（Digital Service Unit）、Ａ
ＤＳＬ（Asymmetric Digital Subscriber Line）モデム等の電話回線を通じて、ＬＡＮ１
２に接続することができる機能を有しており、これにより、超音波診断装置１１ａは、通
信制御装置３８からＬＡＮ１２に接続することができる。
【００２７】
　表示装置３９としては、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等が挙げられ、画像処理回路３４
で生成した表示画像を表示したり、後述する登録許可画面を表示したりする。
【００２８】
　入力装置４０としては、ユーザ操作が可能なキーボード及びマウス等が挙げられ、操作
に従った入力信号がＣＰＵ３５に送られる。
【００２９】
　ドライブ４２は、記録媒体４１の着脱が可能となっており、記録媒体４１と一体となっ
て記憶装置として機能する。ドライブ４２は、記録媒体４１に記録されたデータを読み出
して、バスＢ上に出力し、また、バスＢを介して供給されるデータを記録媒体４１に書き
込む。ここで、ＣＰＵ３５が実行する検査手技登録プログラムは、記録媒体４１に、一時
的あるいは永続的に格納（記録）することもできる。このような記録媒体４１は、いわゆ
るパッケージソフトウエアとして提供することができる。
【００３０】
　ここで、超音波診断装置１１ａのＨＤ３７等の記憶装置は、検査手技登録プログラム、
画像生成回路３３で生成した超音波画像、及び、画像処理回路３４で生成した表示画像を
記憶する。また、超音波診断装置１１ａの記憶装置には、必要に応じて、サービスエンジ
ニアによってＩＨＥ（Integrating the Healthcare Enterprise）が２００４年度に公開
した検査手技（検査手法）を記録することで、検査手技を登録することができる。また、
記憶装置には、任意の検査手技を記録することで、検査手技を登録することができる。
【００３１】
　図２は、本発明に係る検査手技登録プログラムの実施の形態を示し、検査手技登録プロ
グラムを実行することによる超音波診断装置１１ａの機能ブロック図である。
【００３２】
　超音波診断装置１１ａは、ＣＰＵ３５（図１に示す）によって検査手技登録プログラム
が実行されることによって、検査予約情報受信部５１、タグ属性抽出部５２、新規判断部
５３、検査手技表示制御部５４、検査手技登録判断部５５及び検査手技登録部５６として
機能する。
【００３３】
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　検査予約情報受信部５１は、病院情報システム１０（図１に示す）で発行した検査予約
情報を受信する機能を有する。すなわち、病院の受付に設置される受付端末２１で発行し
た検査予約情報をサーバ２２に格納し、そのサーバ２２からその日に予約されている検査
の通知を検査予約情報受信部５１が受信することで、医師及び検査技師等の超音波診断装
置１１ａのオペレータは、その日の超音波診断装置１１ａの検査予定を知ることができる
。
【００３４】
　タグ属性抽出部５２は、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約情報の中から検査
手技に関する単数又は複数のタグ名をキーワードとして、単数又は複数のタグ属性を抽出
する機能を有する。
【００３５】
　新規判断部５３は、ＨＤ３７等の記憶装置に既に検査手技が登録されている場合、検査
予約情報受信部５１で受信した検査予約情報の中の検査手技と、記憶装置に既に登録され
ている検査手技とを照合して、検査予約情報の中の検査手技が記憶装置に登録のない新規
のものであるか否かを判断する機能を有する。また、新規判断部５３は、記憶装置に検査
手技が登録されていない場合、検査予約情報の中の検査手技を新規のものと判断する機能
を有する。
【００３６】
　具体的には、新規判断部５３は、記憶装置に既に検査手技が登録されている場合、タグ
属性抽出部５２で抽出したタグ属性及びそのタグ情報と、記憶装置に登録された検査手技
を構成する検査手技属性及びその属性情報とをそれぞれ照合して、検査予約情報の中の検
査手技が記憶装置に登録のない新規のものであるか否かを判断する。
【００３７】
　検査手技表示制御部５４は、新規判断部５３で判断した結果、検査予約情報受信部５１
で受信した検査予約情報の中の検査手技が新規のものであった場合、検査予約情報の中の
検査手技の登録許可画面を表示装置３９（図１に示す）に表示させる機能を有する。
【００３８】
　検査手技登録判断部５５は、新規判断部５３で判断した結果、検査予約情報受信部５１
で受信した検査予約情報の中の検査手技が新規のものであった場合、その検査手技を登録
するか否かを判断する機能を有する。
【００３９】
　検査手技登録部５６は、検査手技登録判断部５５で判断した結果、検査予約情報受信部
５１で受信した検査予約情報の中の検査手技を登録する場合、その検査手技をＨＤ３７等
の記憶装置に記録して登録（追加記録）する機能を有する。
【００４０】
　なお、検査手技表示制御部５４及び検査手技登録判断部５５を有さなくてもよい。その
場合、新規判断部５３で判断した結果、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約情報
の中の検査手技が新規のものであったとき、検査手技登録部５６は、検査手技を記憶装置
に記録して登録する。
【００４１】
　続いて、医用装置１１としての超音波診断装置１１ａの動作について、図３に示したフ
ローチャートを用いて説明する。
【００４２】
　図１に示した病院基幹のＬＡＮ１２への超音波診断装置１１ａの据付時において、必要
であれば、サービスエンジニアは入力装置４０を用いて所要の検査手技（検査手法）、例
えばＩＨＥ（Integrating the Healthcare Enterprise）が２００４年度に公開した検査
手技を記録して登録する（ステップＳ１）。
【００４３】
　図４及び図５は、ＩＨＥ公開の検査手技の一例を表として示す図である。
【００４４】
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　図４及び図５に示す各検査手技（検査手技１乃至２７）は、検査手技属性「Ｒｅｑ　Ｐ
ｒｏｃｅｄｕｒｅ」、「ＳＰＳ（Scheduled Procedure Step）　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ
」、「Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃｏｄｅ」、「Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃｏｄｅ　Ｍｅａｎｉｎｇ
」及び「Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ　Ｄｅｓｉｇｎａｔｏｒ」に関する属性情報によっ
て区別される。なお、検査手技属性「Ｒｅｑ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ」はモダリティの区別
を、「ＳＰＳ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」は胸部や腹部等の検査の大項目を、「Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ　Ｃｏｄｅ」は検査の小項目を、「Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃｏｄｅ　Ｍｅａｎｉｎ
ｇ」は検査の小項目の意味を、「Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ　Ｄｅｓｉｇｎａｔｏｒ」
は属性情報の規定を行なった団体をそれぞれ表している。
【００４５】
　ここで、検査手技は、図４及び図５に示す検査手技属性の他、病院等の医療機関を表す
検査手技属性「Ｓｃｅｎａｒｉｏ」、モダリティ名を表す検査手技属性「Ｍｏｄ」、及び
、モダリティのＡＥ（Application Entity）タイトルを表す検査手技属性「Ｍｏｄａｌｉ
ｔｙ　ＡＥ　Ｔｉｔｌｅｓ」によって区別されてもよい。
【００４６】
　図１に示した超音波診断装置１１ａのＣＰＵ３５によって検査手技登録プログラムが読
み込まれて実行されることによって、図２に示した検査予約情報受信部５１は、病院情報
システム１０で発行した検査予約情報を受信する（ステップＳ２）。超音波診断装置１１
ａは、一般的に病院の受付に設置されるサーバ２１からその日に予約されている検査が通
知され、医師や検査技師等の超音波診断装置１１ａを操作するオペレータはその日の検査
予定を知ることができる。
【００４７】
　図６は、検査予約情報の一例を表として示す図である。
【００４８】
　検査予約情報は、医用情報を共通化するために米国で標準化された規格であるＤＩＣＯ
Ｍ（Digital Imaging and Communication in Medicine）規格で定められたタグ名と、タ
グ名毎の属性を示すタグ属性と、タグ名毎のタグ情報とから構成される。なお、図６に示
した検査予約情報では、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ属性のタグ情報の箇所
のみに情報を表記し、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ属性以外のタグ情報の箇
所に存在する情報は便宜上「×××××」と表記している。
【００４９】
　図２に示したタグ属性抽出部５２は、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約情報
の中から検査手技に関するタグ名をキーワードとして単数又は複数のタグ属性を抽出する
（ステップＳ３）。例えば、図６に示した検査予約情報の中から検査手技に関する複数の
タグ名「（００４０，０００７）」，「（００４０，０００８）」，「（０００８，０１
００）」，「（０００８，０１０２）」，「（０００８，０１０３）」，「（０００８，
０１０４）」及び「（００３２，１０６０）」をキーワードとして複数のタグ属性を抽出
する。
【００５０】
　新規判断部５３は、記憶装置に既に検査手技が登録されている場合、タグ属性抽出部５
２で抽出したタグ属性及びそのタグ情報と、記憶装置に登録された検査手技を構成する検
査手技属性及びその属性情報とをそれぞれ照合して、検査予約情報の中の検査手技が記憶
装置に登録のない新規のものであるか否かを判断する（ステップＳ４）。又は、新規判断
部５３は、記憶装置に検査手技が登録されていない場合、検査予約情報の中の検査手技を
新規のものと判断する（ステップＳ４）。
【００５１】
　具体的には、新規判断部５３は、記憶装置に既に検査手技が登録されている場合、タグ
属性抽出部５２で抽出したタグ属性及びそのタグ情報と、記憶装置に既に登録されている
検査手技を構成する検査手技属性及びその属性情報とを照合して、検査予約情報受信部５
１で受信した検査予約情報の中の検査手技が記憶装置に登録のない新規のものであるか否
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かを判断する。
【００５２】
　例えば、新規判断部５３は、第１に、図６に示した検査予約情報の中の検査手技に関す
るタグ名「（００４０，０００７）」に相当するタグ属性「Ｓｃｈｅｄｕｌｅｄ　Ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅ　Ｓｔｅｐ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」及びそのタグ情報と、図４及び図５
に示し既に登録された検査手技を構成する検査手技属性「ＳＰＳ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏ
ｎ」及びその属性情報とを照合し、第２に、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ名
「（０００８，０１００）」に相当するタグ属性「Ｃｏｄｉｎｇ　Ｖａｌｕｅ」及びその
タグ情報と、既に登録された検査手技を構成する検査手技属性「Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃｏ
ｄｅ」及びその属性情報とを照合し、第３に、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ
名「（０００８，０１０２）」に相当するタグ属性「Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ　Ｄｅ
ｓｉｇｎａｔｏｒ」及びそのタグ情報と、既に登録された検査手技を構成する検査手技属
性「Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ　Ｄｅｓｉｇｎａｔｏｒ」及びその属性情報とを照合し
、第４に、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ名「（０００８，０１０４）」に相
当するタグ属性「Ｃｏｄｅ　Ｍｅａｎｉｎｇ」及びそのタグ情報と、既に登録された検査
手技を構成する検査手技属性「Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃｏｄｅ　Ｍｅａｎｉｎｇ」及びその
属性情報とを照合し、第５に、検査予約情報の中の検査手技に関するタグ名「（００３２
，１０６０）」に相当するタグ属性「Ｒｅｑｕｅｓｔｅｄ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　Ｄｅｓ
ｃｒｉｐｔｉｏｎ」及びそのタグ情報と、既に登録された検査手技を構成する検査手技属
性「Ｒｅｑ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ」及びその属性情報とをそれぞれ照合する。新規判断部
５３は、タグ情報と属性情報との第１乃至第５の照合が全て一致した場合、検査予約情報
受信部５１で受信した検査予約情報の中の検査手技が新規のものであると判断する。
【００５３】
　ステップＳ４の判断にてＹｅｓ、すなわち、検査予約情報受信部５１で受信した検査予
約情報の中の検査手技が新規のものであると判断された場合、検査手技表示制御部５４は
、超音波診断装置１１ａの表示装置３９に、検査予約情報の中の検査手技の登録許可画面
を表示させる（ステップＳ５）。
【００５４】
　図７は、検査手技の登録許可画面の一例を示す図である。
【００５５】
　図７に示した検査手技の登録許可画面には、図６に示した検査予約情報の中の検査手技
に関するタグ属性及びそのタグ情報を表示させる。
【００５６】
　一方、ステップＳ４の判断にてＮｏ、すなわち、図２に示した検査予約情報受信部５１
で受信した検査予約情報の中の検査手技が新規のものではないと判断された場合、検査手
技登録プログラムを終了する。医師及び技師等のオペレータは、超音波診断装置１１ａを
用いて、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約情報の中の検査手技に従ったルーチ
ンの検査を行なう。
【００５７】
　検査手技登録判断部５５は、新規判断部５３で判断した結果、検査予約情報受信部５１
で受信した検査予約情報の中の検査手技が新規のものであった場合、その検査手技を登録
するか否かを判断する（ステップＳ６）。ステップＳ６の判断にてＹｅｓ、すなわち、検
査手技登録判断部５５が検査手技を登録すると判断する場合、検査予約情報受信部５１で
受信した検査予約情報の中の検査手技をＨＤ３７等の記憶装置に記録して登録（追加登録
）する（ステップＳ７）。具体的には、図７に示した登録許可画面上の「Ａｄｄ（登録許
可）」がオペレータによってクリックされると、検査手技登録判断部５５は、登録許可画
面上に表示された、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約情報の中の検査手技を登
録すると判断する。
【００５８】
　一方、ステップＳ６の判断にてＮｏ、すなわち、検査手技登録判断部５５が検査手技を



(10) JP 4745065 B2 2011.8.10

10

20

30

登録しないと判断する場合、検査手技登録プログラムを終了する。医師及び技師等のオペ
レータは、超音波診断装置１１ａを用いて、検査予約情報受信部５１で受信した検査予約
情報の中の検査手技に従ったルーチンの検査を行なう。具体的には、図７に示した登録許
可画面上の「Ｉｇｎｏｒｅ（登録不許可）」がオペレータによってクリックされると、検
査手技登録判断部５５は、登録許可画面上に表示された、検査予約情報受信部５１で受信
した検査予約情報の中の検査手技を登録しないと判断する。
【００５９】
　本発明に係る医用装置１１、超音波診断装置１１ａ及び検査手技登録プログラムによる
と、医用装置１１や超音波診断装置１１ａ据付時の検査手技の入力や、記憶装置に登録さ
れていない検査手技の入力を支援することができ、検査手技の入力に関するサービスエン
ジニアの負担やヒューマンエラーを低減できる。
【００６０】
　また、本発明に係る医用装置１１、超音波診断装置１１ａ及び検査手技登録プログラム
によると、医用装置１１や超音波診断装置１１ａ据付時の検査手技の入力や、記憶装置に
登録されていない検査手技の入力を支援することができ、病院情報システム１０に適宜行
なわれる検査手技の追加・変更入力に対して柔軟に対応できる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明に係る医用装置及び超音波診断装置の実施の形態を示す概略図。
【図２】本発明に係る検査手技登録プログラムの実施の形態を示す機能ブロック図。
【図３】医用装置としての超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図４】ＩＨＥ公開の検査手技の一例を表として示す図。
【図５】ＩＨＥ公開の検査手技の一例を表として示す図。
【図６】検査予約情報の一例を表として示す図。
【図７】検査手技の登録許可画面の一例を示す図。
【符号の説明】
【００６２】
１０　病院情報システム
１１　医用装置
１１ａ　超音波診断装置
３９　表示装置
４０　入力装置
５１　検査予約情報受信部
５２　タグ属性抽出部
５３　新規判断部
５４　検査手技表示制御部
５５　検査手技登録部
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